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な
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あ
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と
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
門
別
列
化
の

守口、

て
お
り
ん
恥
か
ら
一
ぺ
同
列
化
の

を
導
き
出
し

た
方
向
は
必
ず
し
も
誤
ま
っ
て
い
な
い
と
忠
わ
れ
号
、
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よ
り
、

こ
守
仏
二
ト
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っ
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中
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、
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れ
る

。〉

の

0) 

と
し
て

三干し

、
そ
れ
は

の

)，7" 
(，，_崎

し
た
も
の
と

‘-T 
<;) 

川
別
式
訴
訟
官
ん
ノ
一
作
旨
、

f
l
h
I
S
J
4
d
J
n
u
p
J
J
J
町

p
t
J
J
4
i
v

天
地
一
指
也
、
寓
物

(
荘
子
、
一
務
物
議
)



こ
L

凡
之

ー

J
i

tこ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

つ
じ
日
仏
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れ
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れ
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あ
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で
は
な
く
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て
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ま
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し
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し
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な
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の

(32〉

(10) 

JYr 

者

イ仏均
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述
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予
れ
U
.
，

の
川
一
鮮
に
よ
っ
て

を
あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

の
前
ま
で
を
公
孫
龍
の
、
そ
れ

よ
り
以
下
を
庇
周
の
訟
と
し
て
、

同
指
応
之
義
、
乃
般
公
孫
龍
説
ρ

と
批
許
し
て
い
る
。
が
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こ
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批
一
計
は
別
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し
て
、
…
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の
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あ
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考
え
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い
る
烈

、
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と
潟
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論
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し
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い
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も
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解
で
き
る
。
そ
の
貼
で
一
本
氏
が
惜
の
よ
う
に

っ
て
い
る
こ
と
も
恕
解
で
き
ぬ
こ
と
は
な
い

以
上
の
よ
う
な
見
方
か
ら
す
る
と

の

ま
た
福
山
口
こ
ま

1

1
y
三
A
v
h
i
-
f
i
-
l‘，

l

k

w

と
の
関
係
、
が
あ
り
、

と
の

の
関
係
か
ら
説
明
す
る
こ
と
は

間
難
で
あ
る

d
m心
う
に

の

)C)レ

Y ぐさ、

か

と
し
て

予
一
マ
ミ
、

」
ム
ヲ
刀

す
て
の

十
帆
一
i

じ口
M
h川
川
ん

mm

f
d
守
ふ
寸
J
A吋
二
一
三
日

の
「
物
い
と
同
様
、

を
代
表
さ
せ
た
も
の

し
た
が
っ
て
、
r

段
に

た
よ
う
に
、

の
同
の

後
半
の
よ
う
な
理
解
の
し
か
た
に
は
無
理
が
あ
り
、

は
あ
く
ま
で
も

1十可。、

」
と
」
と
理
解
す
る
の
が

で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
以
上
よ
り
「
指
物
論
一
の

制
立
夫
指
問
自
潟

実
待
於
物
部
乃

の
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と
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文
紛
の
前
半
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並
べ
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誇
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と

〔
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〕
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在
す
る
物
は
す
べ
て
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識
作
用
に
よ
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
認
識
作
用
そ
の
も
の
は
認
識
さ
れ
な
い
。

「
指
物
論
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あ
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あ
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右
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述
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れ
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一
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わ
れ
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れ
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忠
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知
、

日
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t
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u
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い
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川
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あ
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。
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、

ら
れ
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い
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も
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う
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な
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ら
、

ザ」、

ω部
析
鄭
大
夫
Q

部
析
好
別
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あ
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れ
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令
部
析
。
部
析
又
苓
之
白
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此
必
無
所
一
史
究
会
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(
一
必
無

離
謂
篇
)

こ
れ
は
死
般
を
安
く
究
お
う
と
す
る
者
と
、

る
者
と
の

の

て、

に
都
合
の
よ
い

を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

M
W
郷
関
多
初
版
以
害
者
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部
析
致
之
心

郵
析
信
之
内
)

別
部
析
態
之
亦
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可
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…
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篇
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い
と
あ
り
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れ
が
明
ら
か
に

を
お
し
て
い
る
か
ら

と

る
ら
し
た
が
っ
て
こ
の
こ
と
は
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名
家
者
流
に
よ
っ
て
そ
の

の
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可
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可
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は

を

指

し

て

い

る

れ
て
い
た
こ
と
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想
橡
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あ
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よ
う
な
文
が
あ
る
G
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あ
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二
レ

h

コ
r
h

u-
前
空
ω
H
A
υ

和
主
任
吋
ド
1
d
J
V

マ

し

に
弘
一
七
い
て
、

(18) 
;ヱ

味
な
立
場
と
自
己
を
決
定
的
に
般
別
し
よ
う
と
す
る
方
向
を
見
出
す
こ
と
が

そ
し
て
こ
れ
は
三
で
、

指
也
、
持
物

む
山
山

は
叶
公
孫
能
子
い
に
け
ル
ら
れ
る
思
考
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

。コ

の

、P

1替、句岳

の

て
い
る
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よ
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、
乗
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し
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レ
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、
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Hげ
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〈
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L
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J
λ

〉
け
い
刊
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土
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〉
訪
日
v
友
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こ
う
戸
}
っ
て
、

U

iパ
オ
パ
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-
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7
1
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i
v
ν

f
u
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K
、
二
L
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ノ
ト
ー
ミ

2

3

こふ
A
F
U
F
拐
、
カ
「
℃

の

の
IllJ 
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そ
の

の
過
程
で

て
い
っ
た
と
す
る
こ
と
が
、

:
i
、
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0) 

の

の
成
果
か
ら
し
て
も
、
最
も
山
川
然
に
理
解
で

J: 

う

(
大
泉
校
修
士
談
祝
)

(
民
一
〉
こ
の
事
に
つ
い
て
は
向
日
涼
代
の
「
中
間
近
代
の
円
論
理
h

m

m

究
い
な
ば
駒
山
は
東
洋
思
訟
4
4
8
h

門
家
大
出
版
合
)
所
載
)
に
詳
し
い
。

(
民
二
〉
法
制
川
中
東
書
品
、
山
部
備
担
本
。

〈
出
…
…
…
)
排
別
の
然
、
一
々
の
ぺ
一
い
に
符
械
を
付
し
た
。

(
花
川
口
〉
京
湾
中
華
話
局
、
山
部
備
嬰
本
。

(
山
比
五
〉
林
間
仲
「
庶
子
悶
い

-m…
樹
芝
「
れ
…
↓
J
3
3
7
「

f

荘
一
寸
m
紘
一
引
絵
子
事
立
」
な
ド

Y

4

d

(
注
六
)
一
大
野
鎖
的
氏
は
一

i

こ
の
持
物
誌
に
お
い
て
は
、
指
と
に
〈
7

で
い
う
訟
詩
作
お
に
会
ム
と
る
と
さ
れ
て
い
る
C

(

天
野
銭
捻
一
公
孫
龍
子
j

一
p
m
)

ハ
法
七
〉
「
誠
」
つ
泣
」
は
、
共
に
併
殺
の
川
目
立
、
、
「
誌
」
と
は
粍
紳
作
川
の
主
計
一
た
る
も
の
、
一
が
こ
は
そ
の
心
象
の
針
象
と
な
る
世
界
を
一
お
う
c

〈
注
入
〉
「
一
清
氏
哉
書
」
所
日
夜
。

〈
法
九
〉
「
物
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
認
訟
の
針
象
と
な
る
も
の
を
言
う
乙
(
天
野
路
、
時
「
公
孫
箆
子
一

p
m
)

(
注
十
〉
「
世
子
、
則
的
箭
」
に
「
今
お
お
之
百
段
、
一
郎
潟
探
於
前
者
、
立
一
Y
六
十
円
持
出
詩
之
忠
也
己
と
あ
り
、
践
の
叡
念
は
何
別
の
馬
で
は
な
く
、
部
別
の
潟

の
組
合
主
と
し
て
あ
る
、
と
す
る
3

自
民
拾
的
昨
日
怒
と
同
時
に
、
「
馬
一
が
認
誌
の
叫
門
会
内

J

と
し
て
、
物
一
告
に
代
わ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
例
と
考
え
ら
れ
る
。

(
出
十
二
共
に
天
野
氏
の
本
女
整
担
一
い
よ
っ
て
出
る
の
が
妥
合
と
思
わ
れ
る
二

ハ
法
十
二
〉
林
間
仲
立
「
公
孫
詑
子
有
上
自
民
話
一
約
二
鰐
c
R
諮
由
民
洋
馬
。
勢
一
校
紘
一
主
主
、
引
い
不
安
中
持
者
存
馬
之
山
一
切
喬
一
…
一
一
九
全

t

む
よ
(
「
摂
子
同
州
」
需
物
詩
一
一
正
)

と
述
べ
、
民
腕
間
的
に
そ
の
内
容
を
涼
め
し
て
は
い
な
い
が
、
や
は
り
「
接
民
話
」
は
二
主
将
詰
」
を
民
間
関
し
た
も
の
と
す
る
克
方
を
し
て
い
る
む

( 3'7 ) 
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五f!，Lj 三
、『ノ 'J '-J 

「
列
子
、
仲
一
足
箔
」
張
必
…
注
に
は
「
郊
析
制
御
賜
排
智
之
士
、
執
斜
可
之
一
設
、
部
時
怒
技
者
、
z

一
と
あ
る
む

〔
〕
内
は
川
市
況
の
引
く
「
一
窓
口
杯
!
一
に
よ
る
。

腕

話

、

致

話

、

の

悶
1
u
m
p
的
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

ハ
鴻
友
商
一
中
関
…
哲
朗
学
史
捕
編
、
京
名
法
役
一
一
陽
道
徳
」

p
m山
)
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